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福
祉
避
難
所
の
開
設
訓
練

　

令
和
４
年
３
月
25
日
、
秋
田
県
男
鹿
市
で
「
福
祉

避
難
所
」
の
開
設
訓
練
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
福

祉
避
難
所
協
定
を
締
結
し
た
福
祉
施
設
か
ら
13
人
、

男
鹿
市
職
員
７
人（
防
災
・
福
祉
・
広
報
）、
訓
練
支

援
者
、
資
機
材
説
明
者
13
人
の
合
計
33
人
で
あ
っ
た
。

　

男
鹿
市
で
大
規
模
地
震
発
生
後
、
停
電
、
断
水
状

態
で
福
祉
避
難
所
を
開
設
す
る
と
い
う
想
定
で
あ

る
。
最
初
に
訓
練
開
始
前
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
必
要
な

資
機
材
の
説
明
を
行
っ
た
。

●�

福
祉
避
難
所
開
設
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
ひ
な
型

を
訓
練
参
加
者
に
説
明
し
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
。

●�

水
な
し
で
清
潔
に
処
理
で
き
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー

ト
イ
レ
の
機
能
説
明
と
組
み
立
て
、
操
作
訓
練
を

行
う
。

●�

２
０
０
Ｖ
の
冷
房
や
冷
蔵
庫
を
動
か
す
た
め
に
、

給
電
器
と
電
気
自
動
車
を
つ
な
い
で
給
電
す
る
訓

練
を
す
る
。

　

次
に
訓
練
の
流
れ
を
説
明
す
る
。

●�

訓
練
参
加
者
は
２
班
に
分
か
れ
、
一
方
は
施
設
運

営
の
職
員
役
、
残
り
は
避
難
者
役
と
す
る
。
約
１

時
間
の
訓
練
を
実
施
し
た
ら
、
役
を
入
れ
替
え
て

同
様
の
訓
練
を
行
う
。

　

通
常
の
避
難
所
訓
練
は
運
営
者
と
し
て
避
難
所
開

設
の
手
順
を
確
認
し
な
が
ら
実
施
す
る
が
、
こ
の
訓

練
で
は
避
難
者
も
演
じ
る
こ
と
で
、
避
難
者
の
目
線

か
ら
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
実
践
的
な
理
解

に
つ
な
が
る
。

●�

施
設
運
営
役
は
、
避
難
所
開
設
に
必
要
な
物
資
が

並
べ
ら
れ
た
テ
ー
ブ
ル
か
ら
、
そ
の
時
に
必
要
と

思
わ
れ
る
も
の
を
選
び
な
が
ら
、
避
難
者
の
体
調

チ
ェ
ッ
ク
、
受
付
、
誘
導
、
毛
布
の
配
布
、
簡
易

ベ
ッ
ド
や
ト
イ
レ
の
組
み
立
て
、
物
資
の
提
供
な

ど
を
行
う
。
私
た
ち
訓
練
支
援
者
は
、
こ
の
時
に

あ
ま
り
口
出
し
せ
ず
に
、
本
当
に
困
難
な
時
に

ち
ょ
っ
と
し
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
。

●�

避
難
者
役
は
、
避
難
者
状
況
（
ビ
ブ
ス
の
前
側
に

紙
を
挿
入
）
に
沿
っ
て
、
避
難
者
を
演
じ
る
。
例

え
ば「
近
所
の
95
歳
の
男
性
、
独
居
の
家
が
全
壊
、

耳
が
遠
い
。
近
所
の
人
が
困
っ
て
連
れ
て
き
た
」

「
赤
ち
ゃ
ん
（
６
カ
月
）
と
一
緒
の
女
性
。
近
所
の

指
定
避
難
所
に
行
っ
て
い
た
が
、
赤
ち
ゃ
ん
が
泣

き
続
け
る
の
で
い
た
た
ま
れ
ず
こ
こ
へ
移
っ
て
き

た
。
疲
れ
果
て
て
い
る
」
な
ど
、
次
々
に
困
難
を

抱
え
た
避
難
者
が
押
し
寄
せ
る
。

訓
練
の
感
想
と
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　

参
加
者
か
ら
は
、
普
段
の
訓
練
と
の
違
い
で
、
次

の
よ
う
な
声
が
聞
か
れ
た
。「
勤
務
先
の
施
設
で
も
避

難
訓
練
を
や
っ
て
い
る
が
、
こ
の
訓
練
は
違
う
意
味

で
分
か
ら
な
か
っ
た
し
初
め
て
だ
っ
た
。
75
歳
の
避

難
者
役
で
あ
っ
た
が
、
置
い
て
い
か
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
人
に
親
身
に
な
っ
て
対
応

す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
た
」

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
問
）訓
練
の
内
容
は
理
解
で
き
ま
し
た
か
。

　

約
４
割
が「
す
ぐ
に
理
解
で
き
た
」、
残
り
の
６
割

は「
時
間
は
か
か
っ
た
が
理
解
で
き
た
」と
答
え
て
お

り
、
今
回
の
訓
練
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
参
加
者
は

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
福
祉
避
難
所
の
物
資
・

マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
と
訓
練
〜
秋
田
県
男
鹿
市
〜
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い
な
か
っ
た
。
今
回
の
参
加
者
に
対
し
て
、
訓
練
レ

ベ
ル
は
適
切
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

（
問
）今
回
の
研
修
を
受
け
、
福
祉
避
難
所
開
設
の
イ

メ
ー
ジ
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か
。

　

約
７
割
が
「
イ
メ
ー
ジ
で
き
た
」、
残
り
３
割
は

「
少
し
イ
メ
ー
ジ
で
き
た
」と
答
え
て
お
り
、
訓
練
を

体
験
し
て
福
祉
避
難
所
開
設
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
な

か
っ
た
参
加
者
は
い
な
か
っ
た
。

（
問
）訓
練
を
通
じ
て
、
必
要
を
感
じ
た
対
策
等
が
あ

れ
ば
お
教
え
く
だ
さ
い
。（
複
数
回
答
可
）

　

ほ
ぼ
全
員
が
二
つ
以
上
の
対
策
を
選
択
し
て
お

り
、「
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
整
備
」「
定
期
的
な
訓
練

の
実
施
」「
災
害
対
策
に
必
要
な
設
備
な
ど
の
整
備
」

「
防
災
に
関
す
る
知
識
の
勉
強
」の
優
先
順
位
は
特
に

な
く
、
い
ず
れ
も
必
要
性
を
感
じ
た
こ
と
が
分
か
る
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用

　

福
祉
避
難
所
を
開
設
す
る
と
き
に
、
必
ず
し
も
施

設
長
な
ど
の
責
任
者
が
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
こ

で
、
簡
単
な
訓
練
を
す
る
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
に
避
難

所
を
開
設
で
き
る
た
め
の
福
祉
避
難
所
開
設
Ｂ
Ｏ
Ｘ

を
整
備
し
て
お
く
と
よ
い
。
ま
た
、
要
配
慮
の
避
難

者
を
支
援
す
る
た
め
に
は
、
水
や
食
料
、
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
な
ど
の
備
蓄
品
以
外
に
も
「
水
な
し
で
清
潔

に
処
理
で
き
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
」「
業
務
用
空

調
や
精
密
機
械
に
も
使
え
る
給
電
器
と
電
動
車
両
」

な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
を
自
治
体
の
自
主
財
源
で
そ
ろ

え
る
と
な
る
と
大
変
だ
。
一
方
で
、
災
害
が
発
生
す

る
と
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
乳
幼
児
、
妊
産
婦
な
ど

が
厳
し
い
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
、
最
悪
の
場
合
は

関
連
死
も
発
生
し
て
し
ま
う
。

　

男
鹿
市
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て

こ
の
備
品
を
そ
ろ
え
、
訓
練
を
実
施
し
た
。
寄
付
を

し
た
企
業
は
東
京
に
本
社
が
あ
り
秋
田
に
支
店
を
構

え
て
い
る
。
こ
の
制
度
を
使
う
と
、
寄
付
企
業
に
は

最
大
で
９
割
の
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
レ
バ

レ
ッ
ジ
を
効
か
せ
た
効
果
的
な
寄
付
が
で
き
る
。

福
祉
避
難
所
の
整
備
と 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
進
め
る

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
、
電
動
車
両
、
給
電
器
、

福
祉
避
難
所
開
設
Ｂ
Ｏ
Ｘ
な
ど
は
移
動
可
能
だ
。
し

た
が
っ
て
、
被
災
地
に
容
易
に
支
援
物
資
と
し
て
運

べ
る
。
災
害
時
に
は
、
福
祉
避
難
所
の
訓
練
を
受
け

た
福
祉
人
材
が
電
動
車
両
に
乗
っ
て
被
災
地
に
物

資
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
っ
て
駆
け
付
け
ら
れ
る
。

　

私
た
ち
は
、
多
く
の
自
治
体
が
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
を
活
用
し
て
福
祉
避
難
所
を
整
備
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。
結
果
的
に
は
、
寄
付
を
受
け
る
自

治
体
だ
け
で
な
く
、
全
国
の
ど
こ
か
で
被
災
す
る
高

齢
者
、
障
が
い
者
、
乳
幼
児
、
妊
産
婦
な
ど
を
福
祉

避
難
所
で
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

間
も
な
く
、
出
水
期
が
訪
れ
る
。
福
祉
避
難
所
の

整
備
は
要
配
慮
者
の
命
を
守
る
と
り
で
だ
。
自
治
体

に
は
、
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

※�

男
鹿
市
で
使
っ
た「
福
祉
避
難
所
開
設
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」の

ひ
な
型
は
、（
一
社
）
福
祉
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。
実
例
を
踏
ま
え

た
実
践
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
、
簡
単
に
加
除
修
正
で
き
る
よ
う

に
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
で
提
供
し
て
い
る
。
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